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【解答・解説】 

 

 

 

 

１  使用者が使用者責任に基づいて被害を受けた第三者に損害賠償義務を履行した場合、

使用者は、原則として、その履行した全額について、被用者に求償することができる。 

          信義則上相当と認められる限度しか求償できない 

 

２  被用者が使用者の事業と全く関わりなく第三者に対して不法行為をして損害を与え

ても、使用者には、使用者責任が成立する。 

使用者責任は、使用者の事業執行についてなされたことが要件となる  

 

 

３  従業者Ｂの不法行為が事業者Ａの業務執行につき行われたものであり、Ａの使用者

としての損害賠償責任が発生する場合、Ｂには被害者に対する不法行為に基づく損害

賠償責任は発生しない。Ｂが加害者なので、当然に損害賠償責任は発生する  

 

４  Ａの被用者Ｂと、Ｃの被用者Ｄが、Ａ及びＣの事業の執行につき、共同してＥに対し

て不法行為をしたが、Ａは、Ｅに対するＢとＤの加害割合が６対４である場合、Ｅの損

害全額の賠償請求に対して、損害の６割に相当する金額について賠償の支払いをする

責任を負う。   数人が共同の不法行為によって他人に損害を与えたときは、  

各自連帯して、全額賠償する義務を負う 

 

５  占有者(所有者ではない。)Ａが居住している甲建物の壁が今にも剥離
は く り

し、通行人Ｂ

が大けがを負った。Ａは甲建物の壁が剥離
は く り

しそうであると分かっていたのに、甲建物

の所有者Ｃに通知せず、そのまま放置するなど、損害発生の防止のため法律上要求さ

れる注意を行わなかった。この場合、Ｂに対して損害賠償を負うのは、Ｃである。 

   所有者に通知せず放置したということで工作物責任は占有者Ａが負う。所有者Ｃではない。 
但し、占有者に注意義務が認められた場合は、所有者が負う。  

 

６ 不法行為よる損害賠償債務は、被害者が不法行為を知ったときから履行遅滞となる。 

                        不法行為のときから履行遅滞となる 


